
果実吸蛾類 
英名 ： Fruit-piercing moths 

＜アカエグリバ＞ 

学名：Oraesia excavata 

＜アケビコノハ＞ 

学名：Adris tyrannus 

  

成虫  成虫 

  

被害果実 黄色蛍光灯 

 

生態と防除 

発育経過 ： 卵→幼虫（５～８齢）→蛹→成虫。 

加害部位 ： 果実、特に晩生品種で被害が多い。  

越冬形態 ： 成虫 

年間発生回数 ： ４回  

防除時期 ： 果実成熟期 

防除対策 ： 黄色灯の設置及び収穫前の防除。 

黄色灯は成虫の目に作用し、吸汁や飛翔活動を妨げる効果があるので、園全

体を照射できるように、間伐などで樹間を広くあけることが重要である。 


